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【研究目的】本研究は，胚性幹細胞 (Embryonic Stem Cells : ES 細胞)のリアルタイム分化判定技術の開発を目











子である Leukemia Inhibit Factor (LIF)を用いた．アルカリフォスファターゼ染色を行い，未分化能が維持され
ていることを確認した．胚様体の作成は LIFを添加していない培地を用いて，4日間培養を行った．神経幹細
胞への分化誘導は，胚様体を ITS Media Supplementやフィブロネクチン等を加えた培地で 6日間培養した．ラ
マン測定は毎日行った．神経細胞への分化誘導は，N-2 Media Supplementやアスコルビン酸等を加えた培地で
10 日間培養した．ラマン測定は 1 日おきに行った．作成した神経幹細胞，及び神経細胞はラマン測定後，抗
ネスチン抗体，及び MAP2 抗体を用いてそれぞれの細胞に免疫蛍光染色を行った．ラマン測定装置は顕微ラ
マンシステムNanofinder30 (東京インスツルメンツ)，測定条件はサンプルポイントでのレーザーパワー35 mW，
波長 785 nm，露光時間 30秒×3回とした．対物レンズは 60 倍の水浸レンズ（N.A.= 1.15）を用いた．小型 CO2
インキュベーター（37 ℃，5 % CO2）内で測定を行った．ラマンスペクトルの解析は主成分分析(Principal 









ル内におけるデータの変動の関連性を分析することが可能である PCA と，2 つのグループを設定し，各グル









(A)                   (B)                  (C) 
 
(D)                   (E) 
 
Fig.1 mES 細胞及び，作製した神経幹細胞，神経細胞の分化確認結果  
(A)未分化 mES細胞のコロニー (B)神経幹細胞の明視野画像 (C)神経幹細胞のネスチン抗体の免疫染色 
(D)神経細胞の明視野画像 (E)神経細胞のMAP2 抗体の免疫染色 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
